
ライシーアム運動における教師教育（１）

野々垣 明 子

要旨：本稿では，19世紀前半のアメリカにおける地域住民の学習運動，ライシー
アム運動における教師教育の実際を明らかにし，その意義を考察する．19世紀前

半アメリカは，公教育制度の成立期にあり，私立教師養成学校や州立師範学校等

において専門的な教師養成が行われ始めた．ライシーアム運動の創始者ホルブ

ルックは，次世代の育成と国家の発展という公共的使命を有する「専門職」とし

て教師をとらえ，現職教師を対象とした教師教育の必要性を主張した．各地のラ

イシーアムでは現職教師を対象に教育の機会や学習の資源の提供を行い，教師の

自律的な学習を支援した．教師たちはライシーアムが提供する機会を利用して，

相互に学び合い，学習のために連携した．すなわち，ライシーアム運動による教

師教育は，教師が自律的に教育活動に携わり，自他の資質能力の向上に責任を持

つ契機となったと考えられる．

キーワード：教師教育／ライシーアム運動／教師の自立／相互向上／専門職

1．問題の所在

公教育の維持において，その担い手である教師の確保は重要な課題である．

アメリカの19世紀前半は近代公教育制度を整備していく過程にあった．優れた

資質と能力を備えた教師を養成するための機関が必要となり，教師教育をめぐ

る議論が活発に展開された．教師が備えるべき資質能力とは何か．教師を教育

機関で専門的にどのように養成すべきなのか．教師教育を担うのは州政府に

よって管理され公費で運営される州立師範学校か，あるいは私立の教師養成学

校か．このように教師教育のあり方と主体をめぐって，しばしば理念の対立が
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みられた( 1 )．実際の教師教育の動向として，1820年代の初頭にまず，私立の教

師養成学校において，1830年代には州立師範学校において専門的な教師教育が

始められた．さらに，現職の教師たちの間で教授法や教育理論への関心が高ま

り，1840年代から50年代にかけて「教員講習会」と呼ばれる現職の教師向けの

講座も行われた( 2 )．

本稿の目的は，専門的な教師教育の必要性が高まりをみせていた19世紀前半

アメリカにおいて，全米規模で展開された地域住民の学習運動であるライシー

アム運動（LyceumMovement）に注目し，教師教育の実際を明らかにし，その

意義を考察することである．

ライシーアム運動とは，地域住民のための学習機関「ライシーアム」（lyceum）

の設置運動のことである．ライシーアム運動は1826年，鉱物学者ホルブルック

（Josiah Holbrook, 1788-1854）によって創設され，1830年代を中心に，全米各地

に地域住民によって自発的に設置された．

本稿の目的を明確にするため，以下では先行研究の動向を概観したうえで，

これまでの筆者による研究を最小限に要約し，本稿における課題を導き出して

いく．

ライシーアム運動が一般の住民に学習機会を提供しただけでなく，教師支援

を行い，教師の地位の向上に寄与したことは，すでに複数の先行研究によって

明らかにされている．たとえば，アメリカのヘイズ（Cecil Hayes）は，ライシー

アム運動が「教師の地位の向上を訴え，教師協会結成の礎石となったこと」を

指摘している( 3 )．また，ストッダード（Stoodard）は，ライシーアム運動が校舎

や教科書とならび教師の質の向上に取り組むことにより，公立学校の改善に寄

与したことを明らかにしている( 4 )．ヘイズ，ストッダードは，ライシーアム運

動が州政府による公教育制度の成立と教師教育に対し一定の貢献をしたと解釈

している．しかし，ライシーアム運動は地域住民によって自発的にはじめられ，

教え合い，学び合いの相互教授を行うことを目的としていた．そうした同運動

の趣旨から，筆者はヘイズらの解釈に疑問を持ち，政府主導の公教育政策とは

異なる教師支援や教師教育を展開していたと推測した．

こうした視点にたち筆者は，これまでライシーアム運動における学習の実態，
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および公教育との関係性について研究してきた( 5 )．ここでは特に教師と関わり

がある研究について，最小限の要約を試み，本稿の目的を示すことにする．筆

者はホルブルックが刊行した『週刊ファミリー・ライシーアム』（The Family

Lyceum, designed for instruction and entertainment, and adapted to families,

schools and lyceums, no.1-52, 1832-33）の記事の分析を通して，同運動が教師お

よび親，地域住民に対し，知識や教授に関わる情報を提供していたことを明ら

かにした．知識や情報の共有は，教師・親・住民の間に「協同」関係を構築す

る手段であり，三者を地域の教育や顧問・スクール支援を担いうる市民として

育成するための方法であったと結論づけた( 6 )．しかし，これらの研究では，教

師・親・住民の連携の解明に焦点を当てていたため，教
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についてはわずかな言及に留まり

明確にすることはできなかった．ライシーアム運動は，地域住民の自発的な学

習機関であるため，そこで実施されている教師教育は制度的な枠組みにおける

教師教育とは異なる特性や意義を持っているのではなかろうか．

ライシーアム運動独自の教師教育に注目した先行研究として，スピアマン

（Mindy Spearman）の「教師ライシーアム」（Teachers Lyceum）研究をあげる

ことができる．スピアマンは教師が自発的に結成したライシーアム（教師ライ

シーアム）に注目し，教師が専門性を高める上で重要な役割を果たしていたこ

とを指摘した( 7 )．しかし，ライシーアム運動を構想し，指導したホルブルック

の教職観や教師教育観については充分な考察がなされていない．

そこで本稿では，ライシーアム運動の教師教育の特色を，同時代の教師養成

学校や師範学校における教師教育との比較から明確にし，専門的な教師教育が

要求される当時においてライシーアム運動が教師教育に果たした役割と意義に

ついて特に創始者ホルブルックの教師教育観に注目して考察することを課題と

する．

2．19世紀前半アメリカの教師に関わる諸問題

ライシーアム運動の教師教育の特色を明らかにするためには，当時のアメリ

カにおける教師教育の動向をとらえなければならない．以下では，主として初

ライシーアム運動における教師教育（１）
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等教育をになう学校の教師の採用，職務，資質能力の実態，および1830年代か

らの教師教育のはじまりについて概観する．なお，説明にあたっては，当時の

主要な教育指導者による論考をふまえて，記述する．

（ 1）学区学校の教師たち

マサチューセッツ州の教育指導者の一人であるカーター（James Carter,

1795-1849）によれば，当時の教師は学校の「統制」（govern）と「教授」（instruct）

において著しく能力に欠けていた( 8 )．それでは，カーターによって「能力がな

い」と問題視された当時の教師の資質能力はどれほどのレベルにあったのか．

ここでは特に，19世紀前半アメリカの代表的な学校である学区学校（district

school）の教師に焦点をあてる．

学区学校は学区（school district）と呼ばれる地域の住民によって運営される

学校である．学区は住民の居住区であるタウンをさらに細分化した区域であ

り，学校設置単位とされた．学区では学務委員と呼ばれる住民の代表者が選出

され，彼らによって学校運営に関わる業務，教師の採用がなされた( 9 )．

ニューヨーク州に教師教育カリキュラムを提案したオーヴィル・テイラー

（Orville Taylor）が1835年に発表した論考「学区学校，すなわち国民教育」（“the

district school: or National Education,” 1835）には，当時の学区学校教師の実態

が詳細に記録されている．テイラーによれば，教師たちは「教える」という自

分の仕事にあまり責任を感じていなかった．教え方の技術を十分に持たず，そ

れを向上させようとする意欲もなかった．子どもの学習の仕方を理解せず，子

どもに共感するすべを知らなかった．子どもたち一人ひとりの「特性」を把握

できず，全員と同じような接し方で関わっていた(10)．テイラーによれば，当時

の教師たちは教職に必要な知識や技能の必要性を感じつつも，それらを学ぼう

とはしなかった(11)．その原因の一つは，同時の教師が置かれていた環境にある．

当時の学区学校の多くは小規模であり，一つの教室しか持たず，一人の教師

が子どもを教える，いわゆる「ワンルーム・ワンティーチャー・スクール」で

あった．子どもたちの年齢や学力の幅は広く，使用する教科書も一人ひとり異

なっており，共通の知識を同時に教えることは困難であった．授業は教科書の
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暗誦を基本とした個別学習，個別指導であった．こうした学校環境のなかで，

第一に教師がすべきことは「教える」ことよりも教室の秩序を維持することで

あり，しばしば教師は体罰によって子どもを管理した．これに対して年長の子

どもたちは反発し，教師が子どもによって学校から追い出されることも頻発し

ていた(12)．教師が「教える」ことに責任を持たず，向上への意欲を欠いていた

原因の一つとして，このような学校および教師の職務の状況を指摘することが

できる．

とはいえ，そうした教師を採用していたのは他ならぬ地域住民であったが，

住民はなぜ未熟な教師の採用を認めていたのだろうか．

（ 2）教師の採用とその背景

すでに述べたように，学区学校の運営権，教師の任命権は学区に与えられて

いた．子どもの親を含む地域住民が自分たちの代表を選出し，学校運営にあた

るという教育の地域住民統制はアメリカにおける教育の伝統である．誰を教師

として雇用するか，どの教科書を使用すべきか，学校において宗教教育をどの

ように実践すべきか等の問題が住民による話し合いによって決められてきた．

住民の意思を反映しながら，自律的に自分たちの学校をつくるこの制度は，人

びとが民主主義のあり方を学び，実践することを可能にしてきた(13)．

しかしながら，学区における教育統制のあり方は問題を含むものであったこ

とも指摘されている．学務委員は，しばしば住民全体の利益よりも自分と利害

を共にする人びとの利益のみを尊重し，学校を運営した．教師の採用にあたっ

ても，学務委員の関係者（家族や親戚や友人など）を優先的に採用していた(14)．

19世紀前半の一般の人びとにとって，学校とは子どもたちに初歩的な読み・

書き・計算（以下 3R’s）を学ばせるための場所であった．道徳教育をになうの

は教会や家庭であり，子どもたちが職業や家庭生活に必要な技術や態度を身に

つけるのは地域や家庭での生活においてであった．ようするに，学校教育に寄

せられる期待は大きなものではなく，教師に期待されたのは初歩的な 3R’s を

子どもに教えられること，加えて体罰によって子どもたちを統制し，教室を管

理できることであった．それ以上の高度な知識や技術を備えていることは，教

ライシーアム運動における教師教育（１）
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師には期待されていなかったのである(15)．高度な専門性を期待しない一方で，

地域住民は子どもの管理を任せる教師に対して，模範となる言動をとるよう強

く要求した．採用された教師は，学校内外を問わずその行動を地域住民から監

視されていた．学務委員は教師が使用する図書やその用途を監督し，身内や親

戚，近隣住民は教師に対して細かな規則を課して行動を制限した．教師のプラ

イバシーは守られなかった(16)．このように，当時の学区学校教師は，学校教育

を自律的に営んだり，教え方を創意工夫したりすることが許されなかった．

採用された教師自身の教職に対する使命感は高いものではなく，教職は別の

職に就くまでの「踏み台」，結婚までの，あるいは収入を補うための「一時的な

仕事」と認識されていた．教師の多くは短期間で離職し，学校を去っていっ

た(17)．

このように19世紀前半のアメリカでは，学校や教職の重要性が社会的に認識

されていなかった．したがって，教師の養成のために長期にわたる特別な教育

が必要であるという意識も持たれにくく，十分な教育を受けず資質能力ともに

未熟な教師が採用されていた．

また，前述したように，当時の学校は教師一人で運営されることが多く，教

師は一人で子どもの教育に向き合わなければならなかった．学び合ったり，助

け合ったりする同僚を持たなかった．ベテランの教師が経験の浅い教師を支援

したり，育てたりすることも不可能であった．地域住民の監督下におかれてい

るため，自律的に教育に携わり，教師同士で協働して職務を改善することも難

しかった．このように，当時の教師たちは，つながりをもたず孤立しており，

教師として成長するための資源や資源を十分に持っていなかった．

3．教師養成のはじまり

前節で述べたように，当時の一般的な認識では，学校教育の役割は 3R’s を子

どもたちに獲得させることであり，教職の役割も意義も限定されたものであっ

た．しかし，19世紀前半にはこうした状況は以下に示す背景にともない，改革

が求められるようになった．その背景とは第一に，近代国家を担う共通の言語，

知識，価値観を有した市民の育成が学校教育に期待されるようになったこと，
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第二に，1840年代以降の移民の増大にともない，移民に対する教育の必要性が

認識されるようになったこと，第三に，都市の労働者層において知識獲得と教

育の機会均等が希求されるようになったこと，である．こうした問題を解決す

るために，とりわけ1830年代以降，公教育制度の成立を求める機運が高まって

いった(18)．

アメリカ各地の教育改革者らは，公教育制度を整備し，共和国の市民として

相応しい共通の知識と技能，態度を備えた市民を育成することを目指した．彼

らが普及を試みたのは，アメリカのすべての子どもたちが共通の知識と言語（英

語）を学び，共通の価値観を獲得するための学校，すなわちコモン・スクール

（common school）であった．ここでいう「市民として相応しい共通の知識と技

能」の内容は，伝統的な「読み・書き・計算」に加えて，「英文法，作文，地理，

アメリカ史，一般史，道徳，裁縫，図画，音楽，体育」等である(19)．

こうしたコモン・スクールにおける共通教育を保障するためには，そこで教

える教師の資質能力にも一定の水準が確保されなければならない．さらに，市

民教育をになうためには，教師が初歩的な 3R’s の教授能力を備えているだけ

では充分ではなく，コモン・スクールの教科全般に関わる知識とそれを教える

教授法への理解と熟達が求められる．そこで改革者らは，コモン・スクールの

教師が身につけるべき資質能力を明示し，専門職化を目指したほか，教師の養

成と採用の制度化に着手したのである．

たとえば，ホール(Samuel Hall)はアメリカにおける最初の教師養成のテキス

トとされる『学校経営講義』（Lecture on School-Keeping）を出版し，教師に必

要とされる資質能力を明示した．さらにホールは1823年，バーモント州コン

コードにアメリカ初の教師養成を目的とする私立学校（教師セミナリー）を開

校した．また，前出のカーターは「有能な教師」（competent teachers）を養成

することが公教育制度成立のために不可欠であるとし，1827年に私立の教師養

成学校を創設した．ホールやカーターの私立学校が先駆となり，当時の私立中

等教育機関のアカデミーにおける教師養成が各地で実施されることとなった．

その後，アカデミーの教師養成コースはコモン・スクールの教師を数多く輩出

した(20)．さらに，マサチューセッツ州をはじめ諸州では，州立の師範学校が設
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立され，教職への使命感，教授法と教科に関する知識を身につけた専門職とし

ての教師の養成を担った(21)．

4．ライシーアム運動における教師教育

以上のように，教師教育の必要性が高まり，養成機関において専門的な教師

養成がはじめられた時期に，ライシーアム運動は全米規模でその活動を拡大し

ていった．一般的には，教職の重要性が認識されていたとは言いがたい時期に，

ライシーアム運動においてどのような教師教育が目指されていたのか．以下で

は，特に創始者ホルブルックの教師教育に対するビジョンと，実際に展開され

た活動に注目する．

（ 1）「専門職」としての教師への支援

ホルブルックは 1829 年に発行したパンフレット（American Lyceum, or

Society for the improvement of Schools and Diffusion of Useful Knowledge）にお

いて，教師への支援の計画を発表している．ホルブルックが支援の対象とした

のはどのような「教師」であったのか．その支援は具体的にどのようなもので

あったのか．

ホルブルックが支援の対象としたのは現職の教師たちである．ホルブルック

は具体的に，「日勤の教師」（daily teacher），「週一回勤務する日曜学校の教師」

（weekly teachers of Sabbath School）をあげている．ホルブルックによれば，

1829 年当時，アメリカ国内には 5万人をこえる「日勤の教師」と15万人から20

万人の「日曜学校の教師」が存在したという(22)．ホルブルックは教師への期待

と，教師を育成する意義について次のように述べている．

｢次世代の人格形成と国家の運命はこれらの教師たちに関わっている．

地域における責任ある重要な階級の教師たちの資質を向上させることは，

わが国の繁栄のための目的となってきた．｣(23)
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ホルブルックは，教師は「次世代の人格形成」と「国家の運命」に対し責任

を負うとし，その資質を向上させることの必要性を説いている．すなわち，教

職は子どもの教育を通して国家の将来に責任を負う重要な仕事であるとホルブ

ルックは認識していた．

さらに，ホルブルックは，1831年，『週間ファミリー・ライシーアム』創刊号

のコラム「学校」（“Schools”）において，「専門職」（profession）という語を用

いて教職の重要性を次のように説いている．

｢今日の合衆国には，50,000を超える学校がある．そこでは多くの教師

たちによって，300万人を超える子どもたちが教えられている．そうした我

が国の学校教師たちに，専門職（profession）にふさわしく資格を与えるべ

きか，否か．｣(24)

すでに述べたように，当時の教師に求められた役割は 3R’s の教授と子ども

の管理であったが，ホルブルックは教職を「専門職」であると位置づけ，教育

という公共的使命と責任を担う存在としてとらえていたことが読み取れる．

それではホルブルックは現職教師に対するどのような支援策を構想していた

のか．それは，教師教育を目的とする「演習」（exercise）を提供することであっ

た．この「演習」は，アメリカ中のタ
ㅡ

ウ
ㅡ

ン
ㅡ

に
ㅡ

よ
ㅡ

っ
ㅡ

て
ㅡ

「ただちに」（immediately）か

つ「継続して」（constantly）与えられなければならない，とホルブルックは主

張する．さらに，組織的に教師の「演習」を支えていくための「協会」(institution)

が必要であると考えた．この協会をホルブルックは「セミナリー」（seminary）

と呼び，各タウンのライシーアムがその機能を果たすことを期待した(25)．

すなわち，ホルブルックは，現職の教師に対して資質能力を向上させる機会

を提供することを目指したのである．ホルブルックは国家の発展と次世代の育

成を担う公共的使命を持つ「専門職」として教師を位置づけ，その社会的地位

を高めることを目指していた．そして教師に継続的に教育の機会を提供するこ

とはタウンの役割であるとした．タウン住民がライシーアムを設置すれば，教

師らがそれを利用することにより，自己研鑽を積み成長する機会を得ることが
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できる．ホルブルックはそれまで「採用」に限定されていた地域住民の責任を，

採用後の「教育」にまで広げ，その手段としてライシーアムを位置づけていた

と考えられる．

（ 2）協同的な学びのための「セミナリー」

それでは，ホルブルックの教師の「セミナリー」は，当時の教師養成のため

の機関や師範学校と比較してどのような立場にあったのか．『週間ファミ

リー・ライシーアム』第13号の記事，「ライシーアム・セミナリー」（“Lyceum

Seminary”）において，ホルブルックは次のように説明している．

「ライシーアム・セミナリーは学校及びライシーアムの教師の資格を与

えるのに非常に適しているだろう．教師セミナリー（Teachers

Seminaries）の大きな問題は費用が高いことである．教師志望者は一般的

に資金に恵まれない．お金が儲かる仕事につける可能性も低い．教師セミ

ナリーの方法や動機は，教師志望者に時間を費やさせやしないし，質を適

性に保つのに有効であるとも思われない．

しかし，ライシーアム・セミナリーの根本原理は「セルフ・サポート」

（self-support）である．さきほどの費用の問題はすっかり解消される．彼

らは，たがいにサポートする手段を与えられるだけでなく，生産的な仕事

に最も役に立つ教授も与えられるだろう．ライシーアム・セミナリーの目

的は，教師に「実践的な教育」（practical education）を施すことであり，そ

こでの「演習」（exercise）は最も実践的で，もちろん役に立つものになる

だろう．｣(26)

ここで「ライシーアム・セミナリー」と対比されている「教師セミナリー」

とはホールによって設立された私立の教師養成学校を指すと推測される．ホー

ルの教師養成学校とは以下の 2つの点で「ライシーアム・セミナリー」は異なっ

ている．

第一に，「ライシーアム・セミナリー」は教師の「セルフ・サポート」を支援
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することを基本理念とした点である．すでに述べたように，ライシーアムは地

域住民が自発的に結成した学習機関である．学ぶ機会を求める者が自発的に集

まり，運営する．必要な費用は参加者が負担する．その理念は教師教育にも貫

かれた．学ぶ意欲のある教師が自発的にライシーアムに集まり，情報を共有

し，必要なことを学習する．その際，同じ志を持つ教師が互いの学習をサポー

トし合う．それが，上述の「演習」であった．教師が自発的に学び，互いに学

び合うのであれば，高額な授業料を必要としない．また，ライシーアムが学ぶ

ための施設や資源を準備すれば，教師たちに負担はかからない．支援の例とし

て，ホルブルックは，教師の自発的な「演習」のテキストとして『週刊ファミ

リー・ライシーアム』を刊行した．そこには，当時における最新の教授法や教

材・教具，教科書が紹介され，教師が「演習」を通してそれらを身につけられ

るように工夫されていた(27)．すでに述べたように，当時の教師は若く，経済的

にも余裕がない者も少なくなかった．また，多くは一人きりで学校で教え，同

僚教師やベテラン教師から学ぶ機会を持っていなかった．ホルブルックは，そ

うした教師に仲間と共に学ぶ機会と資源を保障することを目指したのである．

二つ目の違いは，ホールの教師セミナリーが中等教育機関に相当し，これか

ら教師を目指す若者を教師として「養成」することを目的としていたのに対し，

「ライシーアム・セミナリー」は「養成」を目的としていない点である．すでに

教師として教育現場において子どもたちを相手に日々奮闘している教師をいか

に支えていくか．その成長をどう促すか．それが「ライシーアム・セミナリー」

の目的である．したがって，その教育はホルブルックが述べるように「実践的

な教育」でなければならず，提供される「演習」は「実践的」で「役に立つ」

ものでなければならなかった．

実際に，教師たちはテキストの読み方や，つづり方，発声の仕方などを学び

合い，最新の教育論文を輪読した．「文法」，「作文」，「地理学」，「計算」，「自然

科学および化学の実験」等のコモン・スクールの教科について学び，時には，

教授の様式や方法について議論することもあった．ホルブルックによれば，こ

うした「演習」はそれぞれのタウンのライシーアム内で，教師が集会を開いて

行われていた(28)．つまり，体罰を使った教室管理が奨励された当時において，
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教授技術と新しい知識の習得に基盤をおいた協同的な学びを展開していたので

ある．

さらに，そうしたいわばライシーアム内の小規模な活動にとどまらず，教師

たちが独立して自発的に自分たちのライシーアム（Teacher’s Lyceum）を結成

したという記録も残っている(29)．1831年に発行された『アメリカン・ライシー

アム会報』（American Lyceum, with the proceedings of the convention, 1831）で

は，教師たちの活動が次のように紹介されている．

「教師たちは，ライシーアムが提供する教室，器具，標本，図書などを，

学校教育と関わる自分たちの相互向上に役立てていた．｣(30)

ライシーアムは学習機会を求める者が集まれば，自発的に結成することがで

きた．教師たちはライシーアムの資源を有効に利用し，自分たちの「コミュニ

ティ」を結成して，相互向上に努めていた．

（ 3）研修施設としての「ライシーアム・ヴィレッジ」

このような各地のライシーアムを利用した活動のほか，ホルブルックは教師

教育をその目的の一つとする，「ライシーアム・ヴィレッジ」（Lyceum Villages）

の建設に着手した．

1837年，ホルブルックはオハイオ州ベレアの500エーカーの土地に家屋や商

店，校舎を建設して人びとの定住を促し，その土地を「ライシーアム・ヴィレッ

ジ」と名づけた．この村では人びとが暮らしをいとなみ，ライシーアムが提供

するプログラムや娯楽を楽しむことが目的とされたが，もうひとつ，教師教育

も目指されていた．この村の役割として計画されたのは以下の 4点である．

①ライシーアムの提供する娯楽への地域住民の参加

②村の学校における労作教育のモデルの提示

③教師教育

④ライシーアムのシステムの普及
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これら 4点の具体的活動は確認することができなかったが，各地のライシー

アムで個別に営まれていた活動や教師教育を体系的に行うことが目指されたと

推測される．しかし，この村は経済的に運営が困難となり，多くの住民は1842

年までに離村したといわれる(31)．

5．ライシーアム運動における教師教育の意義

以上，ホルブルックの教師教育の理念と実際のライシーアム運動における教

師教育の取り組みをみてきた．専門的な教師教育が求められはじめた19世紀前

半のアメリカにおけるライシーアム運動による教師教育の意義を考察し，以下

の 4点に整理する．

第一に，ホルブルックは教師を「専門職」としてとらえ，現職教師に対して

の教育を目指していたことが明らかになった．ホルブルックは「専門職」の定

義を明確にしていないが，教師が次世代の人格形成と国家の繁栄を担うという

公共的使命を持ち，資質能力の向上のための教育を必要とすることを主張して

いる．

第二に，ライシーアム運動は教師の「養成」ではなく，現職の教師に対して

自律的な学習を実現するための機会および資源を提供したことが明らかになっ

た．その際に，専門的な指導者をおいてその指導のもとで教育するという形を

とらず，教師の「セルフ・サポート」を基本原理としていた．すなわち，教師

を自律的な学習者と捉えていたことを指摘できる．

第三に，地域住民に対し，教師教育に関する新たな役割を創出した点を指摘

できる．すでに述べたように，当時の地域住民は学務委員を中心に教師を採用

し，採用後の教師の行動を監督していた．ライシーアム運動では，教師の行動

の監督ではなく，教師
ㅡ ㅡ

へ
ㅡ

の
ㅡ

支援
ㅡ ㅡ

を求めた．ライシーアムを結成し，教師が「演

習」を行うための場所や教材を整えるという具体的な支援を通して教師の職務

や成長に間接的に関わることを求めたのである．なお，ライシーアムは学びを

求める住民が自発的に結成する機関であるため，ここでいう「地域住民」とは

すべての住民を意味しない．

第四に，ライシーアム運動による支援は，教師の孤立を打破し，協同的な学
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習をうながすという効果をもたらした点を指摘できる．すでに述べたように，

「ワンルーム・ワンティーチャー・スクール」が大部分を占めた当時の学校の教

師は，学校の日常的な業務において，助け合い，学び合う同僚を持たなかった．

経験の浅い教師が，ベテランの教師から技術を学び，教師としてのあり方，生

き方のロールモデルを得る機会もなかった．また，ベテランの教師が若手を教

育する機会もなかった．それは，教師の経験や実践知が共有や継承されなかっ

たことを意味する．ライシーアムの演習に教師が参加することにより，教師が

面識を持ち，教え合い，学び合いながら，それぞれの実践知を共有する可能性

が開かれたと考えられる．

第五に，教師が学習のための「コミュニティ」を形成する仕組みを提供した

点が指摘できる．ライシーアム運動は元来，教師がつくりだした運動ではない．

創始者は鉱物学者のホルブルックであり，地域のライシーアムは地元の聖職者

や教養人によるリーダーシップによって運営されていた．前述のように，当時

の学校の教師は，経験が浅い若者が多く，社会的地位も低く，地域住民の監督

下にあり，リーダーシップを発揮できるほどに成長していなかった．しかし，

学習機会を望む者が自発的に結成するというライシーアムのシステムは，教師

たちが共同意識をもって自分たちの団体をつくり，相互向上に努める契機と

なったと考えられる．

このように，ライシーアム運動は教師教育の基本原理を「セルフ・サポート」

におき，教師を自律した学習者として位置づけた．実際に，教師たちはライシー

アムを利用して学び合い，その学び合いを広げて相互向上のための協働関係を

構築することに繋げていった．このことは，教師が自律的に教育活動に関わり，

自分たちの資質能力の向上に責任をもって取り組んだ現れである．ライシーア

ム運動における教師教育は，教師に対する学習機会や資源の提供という支援に

とどまらず，教師自身が自己や仲間の教育に主体的に取り組み，教師として自

立していく契機となったと考えられる．

今後の課題は，ライシーアム運動において，現職教師の教育実践，経験や実

践知がどのように教師教育に活かされていたのかを明らかにすることである．

ライシーアム運動の機関誌には，実践報告をはじめ教師の諸活動が掲載されて
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いる．これらに注目することにより，上記の課題を解決するとともに，制度的

な教師教育とは異なる教師自身による自発的な学習の取り組みを明らかにし

たい．
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Teacher Education in Lyceum Movement (Ⅰ)

Akiko NONOGAKI

This paper clarified the philosophy and practices of teacher education in the

American Lyceum Movement during the first half of the 19th century. Founded

in 1826 by Josiah Holbrook, the Lyceum Movement was a learning institution

for community residents who desired mutual improvement.

In early 19th-century America, the public education system’s foundation was

laid. Educational reformers aimed to improve common school teachers’

qualifications and competence. Institutions for teacher education represented

by teacher-seminaries and state normal schools were established in the 1820s

and 1830s.

Holbrook asserted that, as a “profession,” teachers should play a central role

in public education. Lyceums in various places offered in-service teachers

opportunities to study educational theory and technology. In lyceums, too,

teachers collaborated to learn from each other. Additionally, in the early 1830s,

teachers themselves organized Teacher Lyceums.

In this way, the Lyceum Movement provided opportunities and resources

for mutual improvement through teachers’ mutual instruction, and it facilitated

collaboration among teachers.

Key words: teacher education/ Lyceum Movement/ self-support/

mutual improvement/ profession
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